
耕されている農地を、耕せるうちに、
耕せる人につないでいく 第26号

令和8年
10月1日発行農業委員会だより

TEL 0565-34-6639 FAX 0565-33-8149
Email : noui@city.toyota.aichi.jp

発行／豊田市農業委員会

農業委員19人と農地利用最適化推進委員45人の合計64人。任期は3年で、農地利用の最適化に取り組みます。

豊田市

農業委員会の委員が改選されました。



特 集

■
農
業
委
員
会
の
総
会（
毎
月
開
催
）に
出

席
し
、農
地
法
や
他
法
令
に
基
づ
く
農
地

の
権
利
に
係
る
許
可
等
に
関
す
る
審
議

■
推
進
委
員
と
連
携
し
、農
地
利
用
最
適
化

及
び
目
標
地
図
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
活

動
支
援

■
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
の
検
討
及

び
提
出

な
ど 農

業
委
員

■
農
地
利
用
最
適
化
の
活
動

・
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積・集
約

・
遊
休
農
地
の
発
生
防
止・解
消

　
・
新
規
参
入
の
促
進

■
目
標
地
図
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
活
動

■
農
地
利
用
状
況
調
査

■
農
地
に
関
す
る
相
談

な
ど

新
し
い
農
業
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

令
和
８
年
７
月
20
日
か
ら
３
年
間

（
令
和
11
年
７
月
19
日
ま
で
）

杉
浦
俊
雄

（
高
岡
本
町
）

会
長

会
長
職
務
代
理

役
割

役
割

梅
村
逸
次

（
亀
首
町
）

任  

期

推
進
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

（
略
称
）推
進
委
員 45

名

19
名
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高橋
豊田

7

6

5

4

3

1

2

豊田・高橋地区 農

推

…農業委員
…推進委員

天野 芳和
（矢並町）

神谷 剛司
（市木町）

推

推

6

5

推

成田 信次
（森町）7

　
豊
田
高
橋
地
区
で
は
、「
目
標
地
図
」の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
向
け
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
の
活
動
と
し
て
、地
域
の
農

地
を
守
り
、適
正
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
見
守

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。特
に
、「
目

標
地
図
」の
精
度
向
上
に
向
け
て
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、耕
作
状
況
や
管
理
状
態
の

確
認
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、耕
作
放
棄

地
の
有
無
や
、農
地
が
本
来
の
用
途
ど
お
り

に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
丁
寧
に
点
検
し
、必

要
に
応
じ
て
所
有
者
や
関
係
者
へ
の
連
絡
・

助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、農
地
の
状
態

を
把
握
す
る
こ
と
で
、地
域
の
農
業
環
境
の

変
化
や
課
題
を
早
期
に
捉
え
、適
切
な
対
応

に
つ
な
げ
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、農
地
を
次
の
世

代
へ
確
実
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
大
切
な
基
盤

で
あ
り
、地
域
農
業
の
健
全
な
維
持
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。農
業
委
員
会
で
は
、今
後

も
継
続
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
と
情
報
整
理
を
通

じ
て
、よ
り
正
確
で
使
い
や
す
い「
目
標
地

図
」づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
農
業
委
員
　
築
山
正
樹
）

高橋地区

豊田地区末継 誠之
（若草町）

髙見 靖孝
（汐見町）

推推

21

推推

日髙 茂‐
（下市場町）4神谷 春博

（上挙母）3 菅沼 浩
（柿本町）

築山 正樹
（扶桑町）

農

農
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7

8

10

9

6 5

2

1

3

上郷

高岡

高岡・上郷地区 農

推

…農業委員
…推進委員

上郷地区

近藤 智鉱
（和会町）

谷澤 孝仁
（上郷町）

推

推

推

成田 和伸
（畝部東町）10

中尾 真
（鴛鴨町）7

柴田 正道
（中田町）

杉浦 潤
（中根町）

推

推

推

65

推

石川 勝己
（堤町）2 原田 好則

（若林西町）

推

3

推

鈴木 孝次
（中町）4

倉橋 務
（中根町）1

高岡地区

推

9

8

4

中根 敏明
（広美町）

深津 益章
（渡刈町）

中川 豊
（畝部西町）

石川 文志
（駒場町）

萩野 重正
（中町）

杉浦 俊雄
（高岡本町）

農農農

農 農 農
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7

8

4

3

9

10
2

1

5
6

藤岡

猿投
保見

石野

猿投・保見・石野・藤岡地区
藤岡地区

磯谷 吉康
（亀首町）

山内 茂昭
（四郷町）

加藤 法寛
（越戸町）6

3

5

羽根田 茂法
（加納町）4

猿投地区

石野地区

田中 新二
（千鳥町）

三宅 正志
（藤沢町）

前田 鉄也
（貝津町）

都築 二一
（保見町）

推推推推

推推

推推

保見地区

10921 丹羽 勝彦
（成合町）

永井 久司
（深見町）

梅村 貢司
（西中山町）

水嶋 広
（伊保町）

梅村 逸次
（亀首町）

農農

農農 農

田中 秀敏
（折平町）

宇佐美 正規
（迫町）

推推

87

農

推

…農業委員
…推進委員
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松平 下山

足助

6 7

8
9

1

2

3

4

5

10

　

下
山
地
区
は
、担
い
手
不
足
の
危
機
に
瀕

し
て
い
る
。下
山
地
域
営
農
協
議
会
は
、派

生
会
議
体「
下
山
に
お
け
る
水
田
管
理
を
考

え
る
会
」を
組
織
し
、打
開
策
の
取
り
組
み
を

開
始
し
て
い
る
。下
山
の
担
い
手
と
し
て
４

名
が
出
席
し
、４
回
の
話
し
合
い
の
結
果
、担

い
手
と
し
て
の
考
え
に
沿
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
農
事
組
合
員
を
対
象
に
実
施
す
る

事
に
な
っ
た
。耕
作
、委
託
状
況
、面
積
、今
後

の
委
託
等
の
意
向
な
ど
を
設
問
と
し
て
い
る
。

農
地
の
提
供
者
と
担
い
手
が
、農
業
経
営
の

将
来
設
計
に
合
わ
せ
農
地
を
集
約
で
き
る
体

制
が
整
う
事
を
狙
っ
て
い
る
。し
か
し
、懸
案

事
項
も
あ
る
。将
来
の
規
模
拡
大
に
つ
い
て

は
、費
用
対
効
果
を
見
据
え
た
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。

（
農
業
委
員　

倉
地
雅
博
）

　

農
業
委
員
・
推
進
委
員

　
　
　

倉
地
雅
博
　
加
藤
鎌
一

　
　
　
天
野
典
和
　
小
木
曽
誠

　

下
山
営
農
セ
ン
タ
ー　

高
橋
誉

　

県
農
業
改
良
普
及
課　

荒
巻
忍

松平・足助・下山地区 農

推

…農業委員
…推進委員

川合真裕

木下貴晴

大山正吾

中根章博

地
域
の
特
徴・取
り
組
み

「
下
山
に
お
け
る
水
田
管
理
を
考
え
る
会
」

令
和
７
年
10
月
発
足

　

下
山
地
域
営
農
協
議
会　

浅
見
富
士
男

参
加
者

足助地区

松平地区

農推 推

推

推 推 推 推

推 推

6 7

1

3

2

4 5

下山地区

大山 正文
（四ツ松町）

青山 富貴夫
（葛沢町）

宮條 君雄
（御内町）

青木 日出夫
（国閑町）

宇井 正法
（月原町）

伊藤 政和
（西樫尾町）

伊藤 喜代司
（石楠町）

倉地 雅博
（黒坂町）

佐藤 幸男
（幸海町）

中泉 鎭二
（坂上町）

天野 典和
（花沢町）

小木曽 誠
（阿蔵町）

推

加藤 鎌一
（神殿町）98 10

農

農

担い手
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旭 稲武

小原 6

5
4

8

7

1

2

3

地
域
の
特
徴・取
り
組
み

　

旭
地
区
の
し
き
し
ま
の
家
運
営
協
議
会
は
、

令
和
６
年
度
か
ら
農
林
水
産
省
の
補
助
事

業｢

最
適
土
地
利
用
統
合
対
策｣

を
活
用
し

た
荒
廃
農
地
の
発
生
を
防
ぐ
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、地
域
の
話
し

合
い
に
よ
っ
て
、今
後
も
耕
作
を
続
け
る｢

守

る
べ
き
農
地
」と
、手
間
を
か
け
ず
に
管
理
す

る｢

粗
放
的（
そ
ほ
う
て
き
）利
用
を
行
う
農

地｣

に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
、ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
、梅
、

フ
キ
、ミ
ョ
ウ
ガ
な
ど
管
理
し
や
す
い
作
物

を
作
っ
た
り
、コ
ス
モ
ス
な
ど
の
景
観
作
物
を

植
栽
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

（
農
業
委
員　

林
如
実
）

小原・旭・稲武地区 農

推

…農業委員
…推進委員

稲武地区

岡田 好史
（野入町）

推

小原地区

成瀬 英和
（日面町）

永江 武司
（小原北町）

農

推

推

旭地区

推

池野 恵一
（乙ケ林町）

加知 満
（大平町）

林 如実
（榊野町）

杉田 雅子
（稲武町）

農 農

松井 晃
（桑原町）

推

7 8鈴木 裕幸
（日下部町）

推

5

松井 文信
（押井町）

推

4

朝倉 利彦
（浅谷町）63

1

2
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農
業
者
年
金

豊田市農業委員会からのお知らせ

■
農
業
委
員
会
で
は
、毎
月
開
催
の
農
業
委

員
会
総
会
に
お
い
て
転
用
案
件
等
を
審
議
し

ま
す
。令
和
７
年
度
の
調
整
区
域
内
転
用
件

数
は
、第
４
条（
地
主
が
農
地
以
外
に
利
用
）

が
12
件
で
、面
積
は
約
１
万
２
千
㎡
、第
５
条

（
地
主
以
外
が
農
地
以
外
に
利
用
）が
１
８
２

件
で
、面
積
は
約
15
万
５
千
㎡
で
し
た
。届
出

制
の
市
街
化
区
域
内
転
用
は
第
４
条
が
45

件
、約
２
万
５
千
㎡
、第
５
条
が
１
８
１
件
、

約
７
万
４
千
㎡
で
し
た
。ま
た
、農
地
を
農
地

と
し
て
売
買
や
貸
し
借
り
す
る
第
３
条
は
１

１
７
件
で
、面
積
は
14
万
３
千
㎡
で
し
た
。そ

の
他
、生
産
緑
地
の
主
た
る
従
事
者
の
証
明

４
件
や
相
続
税
の
納
税
猶
予
に
関
す
る
適
格

者
証
明
８
件
の
審
議
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、令
和
７
年
度
の
農
地
利
用
集
積
計

画
の
決
定
は
、２
，９
１
５
筆
、約
３
３
９
万
７

千
㎡
で
し
た
。

農業委員会
会 長

審
議
概
要
紹
介

■
推
進
委
員
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
再

生
困
難
農
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。地
域

を
回
り
、農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
や
戸
別
訪
問

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
現
地
調
査
の
結
果
、森
林
化
等
が
進
み
再
生

困
難
と
判
断
さ
れ
た
農
地
に
は「
非
農
地
通

知
」を
発
送
し
て
い
ま
す
。通
知
を
受
け
取
ら

れ
た
方
は
、名
古
屋
法
務
局
豊
田
支
局
で
地
目

変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
現
地
調
査
の
結
果
、遊
休
農
地
と
判
断
さ
れ

た
農
地
の
所
有
者
の
方
へ
農
地
法
第
32
条
の
規

定
に
基
づ
き「
意
向
調
査
」の
文
書
を
発
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。お
手
数
を
お
か
け
し
ま

す
が
、届
い
た
方
は
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
60
歳
未
満
の
農
業
従
事
者（
年
間
60
日
以

上
）が
加
入
で
き
る
任
意
加
入
の
年
金
制
度

で
す
。積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
安
定
的

な
年
金
で
す
。詳
し
く
は
農

業
者
年
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
中
で
す

意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
違
反
開
発
と
は
、主
に
土
地
の
造
成
な
ど
の

工
事
に
伴
い
周
辺
の
住
環
境
に
悪
影
響
が
生

じ
て
い
る
も
の
を
指
し
ま
す
。違
反
開
発
と
思

わ
れ
る
工
事
等
を
見
つ
け
た
ら
、豊
田
市
開
発

調
整
課（
０
５
６
５-

３
４-

６
７
４
４
）へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。場
所
が
特
定
で
き
な
い
場
合
は

対
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。町
名
地
番
を
詳
し
く
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

違
反
開
発（
違
反
転
用
）を
見
つ
け
た
ら

非
農
地
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す

後 記
■令和8年7月21日、委嘱状交付式
及び豊田市農業委員会の臨時総会が
開かれました。太田市長より委嘱状
を交付していただき、臨時総会で会
長として再任していただきました。
農業委員会として課せられた使命は、
農地を保全していくために活動する
ことにあります。守るべき農地のた
め、農業委員会のメンバーと事務局
が団結して仕事ができるよう頑張っ
てまいります。

■同日の臨時総会後、農業委員・農
地利用最適化推進委員の合同会議を
開き、農業委員19名、推進委員45
名の計64名が一堂に会しました。
将来の豊田の農業を考えてくれるメ
ンバーがこれだけいることに、改め
て心強さを感じる場面でありました。

■農業委員会の活動の一つとして、
農地を巡回してパトロールする業務
があります。農業委員会の名称が入
った緑の帽子、腕章、身分証明証を
持参して活動しています。新任の委
員も見えますので、活動している際
は、温かく見守ってください。
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